
モバイルサイン対面型

医療を良くするにはどうすれば良いか

ずっと考えてきた中で遠隔手話通訳の存在を知り、

診察に導入することを決めました。 ー鉄医会 久住医師

医療者は救急病院への『コンビニ受診』をしないよう求め、一方で子供の

夜間の発熱で、救急病院を受診して何時間も待たされ、親たちは疲弊する。

このミスマッチを解消するため、ナビタスクリニックは利便性の高い立地、

会社や学校帰りに受診できる診察時間、時間指定の予約が取れる仕組みづく

りを実現してきました。

そんな中、ろう者や難聴者など、手話を日常的に使っている方々は、そも

そも医師とのコミュニケーションに手話通訳がなければ、どんなに立地がよ

く夜まで診察している病院があっても、医療を受けることが出来ないのだと

いうことを初めて知り、衝撃を受けました。

導入のキッカケ

お話を伺った鉄医会理事長
久住英二医師

医療法人社団 鉄医会 さま導入事例／

厚生労働省認定の手話通訳士によって通訳が提供されていることと、株式

会社シュアールの理念とナビタスクリニックの理念に共通する点があり、同

じところを目指していると感じたことから、シュアールのモバイルサインを

導入することを決めました。

遠隔手話通訳という仕組みを知り、「これは便利だ」と思ったのですが、

聞いてみると「病院にも導入されているが、診療科を案内する総合受付での

利用がメインで、診察にはまだ導入されていない」とのこと。それであれば

なおさら、当院で、受付ではなく診察に導入したいと思いました。

ナビタスクリニックは、他の病院やこれまでの仕組みを否定するのではな

く、課題解決のために今足りてないところへアプローチしたいと活動してい

ます。この点はシュアールのモバイルサインが、従来の派遣型手話通訳が行

き届かないところへ遠隔で手話通訳を提供するサービスであるという点と共

通していると感じています。

シュアールのモバイルサインを選んだ理由

実は利用件数はまだそれほど多くないのですが、それは「病院の診察で遠隔手話通訳が利用出来る」というこ

と自体がまだまだ知られていないことの裏返しではないかと思っています。

また、今回のモバイルサイン導入をきっかけとして、様々な状況の患者様に医療を届けるために出来る配慮が

色々あることに改めて気づきました。今後も、医療を良くするために当院に出来ることを、考え実行していきた

いと気持ちを新たにしているところです。

導入してみていかがですか?

導入事例先
情報

ナビタスクリニック新宿
エントランス

ナビタスクリニック新宿
小児科上田医師（左）
内科濱木院長（右）

ナビタスクリニック新宿

〒160-0022 新宿区新宿4-1-6 NEWoMan（ニュウマン）7階

予約専用電話番号：03-5361-8385 電話番号：03-5361-8383 FAX：03-5361-8384

http://www.navitasclinic.jp/clinic/shinjuku/

医療法人社団鉄医会

〒190-0022 立川市錦町2-1-32 山崎ビル2-202

電話番号：042-595-7363 メール：zimukyoku@navitasclinic.jp

※患者様以外のお問い合わせはこちらまで

http://www.navitasclinic.jp/clinic/shinjuku/
mailto:zimukyoku@navitasclinic.jp

